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注意事項 

ご使用にあたりましては電源を入れたままでのコネクタの抜き差しは絶対に行わないでください。 

故障の原因になります。 

TK-70S プラス TK-9610A 
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■１ 概要 
  ・トーンプロセッサユニットＶＸ－８０と、リレーボードＴＫ－９６１０Ｂを組合せ、用途を「３回路のＯＮ／ＯＦＦ操作」に限定するこ

とで配線を簡略化した、実用に即応した組合せユニットです。 

 
 
■２ 特長 
  ・４回路のディップスイッチの組み合わせにより、１０通りの出力動作が選択できます。 

  ・８Ａ（定格）の動作確認用ＬＥＤ付きリレーを４個使用しています。 

  ・アンサーバックの機能があり、各リレーのＯＮ／ＯＦＦ状態を「送り手側」で確認することが可能です。 

  ・小型設計（９０ｍｍ×６０ｍｍ）です。 

 
 
■３ 添付品 

電源ケーブル × １ｍ 

信号ケーブル × ０．５ｍ 

基板用スペーサー × ４ 
 
 
■４ 仕様 

◇使用環境 

   動作温度範囲 ・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

動作湿度範囲 ・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

電源電圧範囲 ・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ９Ｖ～ＤＣ１５Ｖ 

サージ電流耐量 ・・・・・・・・・・・・２Ａ（８／２０μｓ） 

エネルギー耐量 ・・・・・・・・・・・・ ２０ｍＪ（２ｍｓ） 

消費電流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０ｍＡ以下（ＤＣ１２Ｖ、無負荷） 

◇リレー接点部 

接点容量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ＡＣ２５０ＶまたはＤＣ３０Ｖ以下、５Ａ（抵抗負荷）、２Ａ（誘導負荷） 

◇制御入力部（ＣＮ６の№１） 

入力ローレベル電圧範囲 ・・・・ ０．０Ｖ～０．６Ｖ 

入力ハイレベル電圧範囲 ・・・・ ２．７Ｖ～５．０Ｖ 

入力プル・アップ抵抗 ・・・・・・・ １０ＫΩ±５％ 

◇ドライバー出力部（ＣＮ６の№３） 

許容負荷電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ２４Ｖ 

許容ＯＮ電流 ・・・・・・・・・・・・・ １００ｍ 

ＯＮ抵抗 ・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 

◇信号インターフェース部 

許容入力電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ±７５Ｖ（差動電圧）、±１５０Ｖ（同相電圧） 

入力検出電圧範囲 ・・・・・・・・・ ６ｍＶｒｍｓ～７７５ｍＶｒｍｓ、－４２ｄＢｍ～０ｄＢｍ（６００Ω換算） 

入力インピーダンス ・・・・・・・・ １ＭΩ以上 

許容出力バイアス電圧 ・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 

最大出力電圧 ・・・・・・・・・・・・・ １Ｖｒｍｓ、－３ｄＢｍ（６００Ω換算） 

出力インピーダンス ・・・・・・・・ ６５Ω以下（３００Ｈｚ以上） 

 

電源ケーブル                信号ケーブル 

２Ｐコネクター付赤・黒ケーブル      ８Ｐコネクター付フラットケーブル 
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◇その他 

外形寸法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ９０ｍｍ×Ｄ６０ｍｍ×Ｈ１５ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４－１】 

 

 

 

■５ コネクタの用途 
 本ユニットには、電源入力用コネクタ（ＣＮ１）、制御接点出力（ＴＥＲＭ１）と、信号入出力用コネクタ（ＣＮ６）があります。 

 

【表５－１】 ＣＮ１ 電源入力                       【表５－２】 ＴＥＲＭ１ リレー接点出力 

ＣＮ１ ピン番号 信 号 名 

 １ 電源入力  ＤＣ１２Ｖ 

２ ＧＮＤ 

 

 

 

 

 

 

【表５－３】 ＣＮ６ 信号インターフェース 

ＣＮ６ ピン番号  信 号 名 備    考 

 １ Ｔ
Ｋ
－
７
０
Ｓ
仕
様
 

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
 

ＢＵＳＹ信号出力遅延入力） ＡＧＮＤ（０Ｖ）レベルの間信号出力を遅延する 

２ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通してＧＮＤに接続 

３ ＰＴＴ（信号出力中出力） 信号出力中ＯＮ（０Ｖ）になり、それ以外はＯＦＦ（オープン） 

４ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通してＧＮＤに接続 

５ ＡＯＵＴ（トーン信号出力）  

６  ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通してＧＮＤに接続 

７  ＡＩＮ＋（トーン信号＋入力） 差動アンプ（＋） 

８  ＡＩＮ－（トーン信号－入力） 差動アンプ（－）、不必要なときはＡＧＮＤに接続 

 

ＴＥＲＭ１ 用    途 備   考 

 
リレーＯ1の接点出力 ａ接点 

リレーＯ２の接点出力 ａ接点 

リレーＯ３の接点出力 ａ接点 

1 

2 

 

ＣＮ１ 

Ｓ１ 

４回路ＳＷ 

ＣＮ６ TERM1 

- 01 -   - 02 -   - 03 -  

トーンプロセッサ 

ＶＸ－８０ 

リレーボード 

ＴＫ－９６１０Ｂ 

1
2

3
4

5
6

7
8
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■６ 出力動作について 
 

４回路のＤＩＰスイッチの組み合わせにより１０通りの出力動作が選択できます。 

大別すると、以下の３種類の動作パターンに分けることができます。 

 

①ワンプッシュ動作 【表６-１】 ・・・・・・ 対応するＤＴＭＦ信号を検出している間のみリレーがＯＮする動作。 

②ツープッシュ動作 【表６-２】 ・・・・・・ 対応するＤＴＭＦ信号を検出し、続いて［＊］のＤＴＭＦ信号を検出している間のみリレー 

                 がＯＮする動作。 

③ツープッシュラッチ動作 【表６-３】・・ 対応するＤＴＭＦ信号を検出し、続いて［＊］に対応するＤＴＭＦ信号を検出するとリレー 

 がＯＮし、対応するＤＴＭＦ信号を検出し、続いて［＃］に対応するＤＴＭＦ信号を検出 

 するとリレーがＯＦＦする動作。 

 

 

【表６-１】 ワンプッシュ動作の設定 

対応するＤＴＭＦ信号を検知している間のみリレーがＯＮ 

ＤＩＰスイッチの設定 ３番のみＯＮ １、２番ＯＮ 

リレーＯ１の動作 ［１］を押している間のみＯＮ ［９］を押している間のみＯＮ 

リレーＯ２の動作 ［２］を押している間のみＯＮ ［０］を押している間のみＯＮ 

リレーＯ３の動作 ［３］を押している間のみＯＮ ［＊］を押している間のみＯＮ 

 

 

【表６-２】 ツープッシュ動作の設定 

対応するＤＴＭＦ信号に続き、［＊］を検出している間のみリレーがＯＮ 

ＤＩＰスイッチの設定 ３、４番ＯＮ １、３、４番ＯＮ ２、３、４番ＯＮ 全てＯＮ 

リレーＯ１の動作 ［１］に続く［＊］でＯＮ ［４］に続く［＊］でＯＮ ［７］に続く［＊］でＯＮ ［Ａ］に続く［＊］でＯＮ 

リレーＯ２の動作 ［２］に続く［＊］でＯＮ ［５］に続く［＊］でＯＮ ［８］に続く［＊］でＯＮ ［Ｂ］に続く［＊］でＯＮ 

リレーＯ３の動作 ［３］に続く［＊］でＯＮ ［６］に続く［＊］でＯＮ ［９］に続く［＊］でＯＮ ［Ｃ］に続く［＊］でＯＮ 

 

 

【表６-３】 ツープッシュラッチ動作の設定 

対応するＤＴＭＦ信号に続き、［＊］を検出するとリレーがＯＮを保持し、［＃］を検出するとリレーがＯＦＦ 

ＤＩＰスイッチの設定 ４番のみＯＮ １、４番ＯＮ ２番、４番ＯＮ １、２、４番ＯＮ 

リレーＯ１の動作 
[1]に続く［＊］でＯＮ 

[1]に続く［＃］でＯＦＦ 

[４]に続く［＊］でＯＮ 

[４]に続く［＃］でＯＦＦ 

[７]に続く［＊］でＯＮ 

[７]に続く［＃］でＯＦＦ 

[Ａ]に続く［＊］でＯＮ 

[Ａ]に続く［＃］でＯＦＦ 

リレーＯ２の動作 
[２]に続く［＊］でＯＮ 

[２]に続く［＃］でＯＦＦ 

[５]に続く［＊］でＯＮ 

[５]に続く［＃］でＯＦＦ 

[８]に続く［＊］でＯＮ 

[８]に続く［＃］でＯＦＦ 

[Ｂ]に続く［＊］でＯＮ 

[Ｂ]に続く［＃］でＯＦＦ 

リレーＯ３の動作 
[３]に続く［＊］でＯＮ 

[３]に続く［＃］でＯＦＦ 

[６]に続く［＊］でＯＮ 

[６]に続く［＃］でＯＦＦ 

[９]に続く［＊］でＯＮ 

[９]に続く［＃］でＯＦＦ 

[Ｃ]に続く［＊］でＯＮ 

[Ｃ]に続く［＃］でＯＦＦ 
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■７ 接続について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の説明が、従前の「ＴＫ-70Ｓ プラス ＴＫ－９６１０Ａ」の仕様となります。 
 

DTMF信号 

第１機器 

第２機器 

第３機器 

ＧＮＤ 

＋ 
電源 ＤＣ１２Ｖ 

ＤＴＭＦ発生側の電源と本ユニットの 

電源が異なる場合接続します 

電気製品の安全性を規定する法律にＰＳＥ「電気用品安全法」があります。 

本ユニットは一般的な電気製品には該当せずＰＳＥ対象外です。 

ＡＣコンセント使用に当たっては安全性に配慮し、自己責任のもとにお願いします。 
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■８ 追加機能について 
 

ＤＴＭＦ制御ユニットがＴＫ－７０ＳからＶＸ-８０に変更になったことで、アンサーバック機能が追加され 

ました。詳細は弊社製品「ＶＸ-８０プラスＴＫ－９６１０Ｂ 使用説明書」をご参照ください。 

 

◆ 有線によるＯＮ／ＯＦＦ制御とアンサーバック 

有線による制御は【図８－１】のように、ＣＮ６より行います。 

入力はＤＴＭＦ信号またはＦＳＫ信号を用います。 

アンサーバックには、１）音の変化による方法と、２）ＯＮ/ＯＦＦ信号による方法があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 電話回線によるＯＮ／ＯＦＦ制御とアンサーバック （ＤＴＭＦ制御のみ） 
電話回線による制御は【図８－２】のように、電話回線制御ユニットを介して行います。 

入力はＤＴＭＦ信号を用います。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 【図８－２】 

[制御側] 

制御信号↓ 

アンサーバック → 

１） 音の変化による方法 

２） ＯＮ/ＯＦＦ信号による方法 

VX-80の使い方は別途 

マニュアルを参照してください 

【図８－１】 

トーン信号発声器 （ＤＴＭＦまたはＦＳＫ） 

ＧＮＤ 

＋ 

電源 ＤＣ１２Ｖ 

CN6 

電話回線制御ユニット 

ＴＫ－７５９０Ａ 
外線電話機 

ｱ
ﾝ
ｻ
ｰ
ﾊ
ﾞｯｸ →

 

← 制御信号 

[被制御側] 

VX-8

0 

Ch1   Ch2   Ch3  

本体CN6の 

4    5より 

 

VX-80 

ＣＮ６ 
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◆ 無線によるＯＮ／ＯＦＦ制御とアンサーバック （ＤＴＭＦ制御のみ） 
無線による制御は、被制御側は【図８－３】のように、ＣＮ６への無線機接続で行います。 

また制御側は【図８-４】のようにＤＴＭＦ発信機能付きのＤＴＭＦ音送信にて行います。 

 

 
 
 

［被制御側］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［制御側］ 

本ユニットと無線機を接続する場合、【図８－５】の様にＤＴＭＦトーンの 

適正な入・出力のためアッテネータ回路を挿入する必要があります。 

 

●ＶＸ－８０へのトーン入力は無線機のスピーカー端子からの信号音を、 

アッテネータを介してＣＮ６の７番８番に行います。 

感度は無線機の音量調整で行います。 

●ＶＸ－８０からのトーン出力は、ＣＮ６の５番４番からアッテネータを介して 

無線機のマイク端子へ行います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ＤＴＭＦを送信 【図８－４】 

音によるアンサーバック 

【図８－３】 

200Ω(1/2W) 
＋ 

 

－ 

ＳＰ端子より 10Ω 

【図８－５】 

ＭＩＣ端子へ 
100KΩ 

1KΩ 

－ 

 

＋ 
無 

線 

機 

Ｃ
Ｎ
６
 

MIC 

SP 

ＤＴＭＦ 

無線機の電源と本ユニットの 

電源が異なる場合に配線 

B
U

SY
信
号
を
検
出
す
る
場
合
に
配
線

 

A
T

T
 

MIC  E    PTT  E 

ATT 

CN6 

第３機器

第１機器 

第２機器 

ＧＮＤ 

＋ 
電源 ＤＣ１２Ｖ 
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ＰＡＴＯＫ 

       松本無線パーツ株式会社岩国 

           〒740-0018 

        山口県岩国市麻里布町４－１４－２４ 

     TEL(0827)24-0081㈹ 

     FAX(0827)24-1444 

 

                                       2020/8 改定 

 


